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全国労働組合総連合

2020年国民春闘号外

発行所・編集発行人

労
働
組
合
で
労
働
者
を

労
働
組
合
で
労
働
者
を

だ
か
ら
こ
そ
「
労
働
組
合
に
入
っ
て
ほ
し
い
」

　
大
阪
労
連
青
年
部
部
長
を
務
め

る
成
葉
さ
ん
。
最
近
、
全
労
連
青

年
協
の
仲
間
と
最
低
賃
金
体
験
に

挑
戦
し
た
。
大
阪
の
最
低
賃
金

9
6
4
円
。
月
14
万
円
弱
で
生
活

し
て
み
た
が
、
友
人
や
組
合
の
仲
間

た
ち
と
食
事
に
出
か
け
る
こ
と
が
出

来
ず
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
制
限
さ

れ
る
。「
こ
れ
が
一
番
つ
ら
か
っ
た
」。

　
20
国
民
春
闘
は
、
格
差
を
是
正

し
、
厚
生
・
公
平
な
社
会
に
歩
み

を
進
め
る
春
闘
だ
。

最
低
賃
金
で
は
「
友
だ
ち
づ
き
あ
い
が
で
き
な
い
」

　
労
働
組
合
の
役
割
は
「
バ
ラ
バ
ラ

に
さ
れ
た
労
働
者
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。
そ
れ

が
で
き
る
の
は
、
労
働
組
合
だ
け
。

き
っ
と
変
化
を
つ
く
れ
る
と
思
う
」。

時
間
給
1
5
0
0
円
以
下
の
人
は
み

ん
な
最
低
賃
金
当
事
者
。
大
阪
労

連
青
年
部
で
も
最
低
賃
金
体
験
を

み
ん
な
で
や
れ
れ
ば
、
認
識
も
変
わ

る
と
期
待
す
る
。「
若
者
や
女
性
、

非
正
規
労
働
者
な
ど
の
当
事
者
が

参
加
で
き
る
よ
う
な
運
動
を
つ
く
れ

た
ら
大
き
な
力
に
な
る
」。

　
成
葉
さ
ん
の
20
国
民
春
闘
は

「
労
働
組
合
で
労
働
者
を
つ
な
ぐ

春
闘
」
だ
。

労
働
組
合
で
こ
そ
、
変
化
を
つ
く
れ
る

許すな　安倍 9条改憲、社会保障破壊

職場と地域で共同を拡げ、未来を切り拓こう

実現しよう　大幅賃上げ、
全国一律最低賃金制度、均等待遇、消費税減税

2020国民春闘スローガン

　「
な
ぜ
、
み
ん
な
労
働
組
合
に
入

ら
な
い
の
か
？
」
こ
れ
が
目
下
最
大
の

疑
問
で
あ
り
悩
み
で
も
あ
る
。
い
ま

弁
護
士
業
界
は
、
10
年
前
に
比
べ
て

弁
護
士
は
1
・
6
倍
に
増
え
た
が
、

事
件
数
は
約
半
分
に
落
ち
込
ん
で
い

る
。
事
務
所
経
営
は
ど
こ
も
逼
迫
し
、

業
界
そ
の
も
の
が
疲
弊
し
て
い
る
。

事
務
職
員
な
ど
の
人
員
削
減
や
賃
下

げ
も
増
え
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
労

働
組
合
に
入
って
ほ
し
い
」。

　「
見
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
の
賃
金

だ
って
こ
ん
な
に
低
い
ん
で
す
」。
差
し

出
さ
れ
た
給
与
明
細
の
手
取
り
は
18

万
円
程
度
。
賞
与
を
除
き
、
基
本

給
で
計
算
す
る
と
時
給
1
4
0
0
円

程
度
だ
。「
私
、９
年
目
な
ん
で
す
よ
。

な
の
に
、
生
活
は
厳
し
い
ま
ま
で
す
」。

法
律
関
係
の
事
務
職
員
は
、
専
門
性

や
責
任
を
求
め
ら
れ
る
一
方
、
弁
護

士
の
お
手
伝
い
扱
い
の
ま
ま
の
待
遇
。

そ
れ
で
も
、
昨
年
の
春
闘
で
は
「
時

間
単
位
の
有
給
休
暇
」
の
制
度
を
勝

ち
取
っ
た
。

　
法
律
関
連
労
組
の
強
み
は
、
近
隣

事
務
所
の
組
合
員
で
構
成
す
る
業
種

横
断
型
の
組
織
で
あ
る
こ
と
。
他
の

事
務
所
の
組
合
員
が
団
体
交
渉
に
加

わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ど
こ
の
経
営

者
も
「
団
体
交
渉
を
避
け
た
が
る
」。

20
国
民
春
闘
で
は
、「
賃
上
げ
と
人

手
不
足
の
解
消
」
を
求
め
、
法
律
事

務
職
員
と
し
て
の
職
業
の
確
立
、
処

遇
改
善
に
つ
な
げ
た
い
。

　「労
働
組
合
と
の
出
会
い
は
、高
校
の
社
会
科
の
授
業
。
先
生
が『
労

働
者
は
、
み
ん
な
労
働
組
合
に
入
る
も
の
だ
よ
。
そ
う
し
な
い
と
休

み
を
取
っ
た
り
、
給
料
を
上
げ
て
ほ
し
い
と
言
え
ず
、
権
利
行
使
で
き

な
い
か
ら
ね
。』
と
熱
心
に
教
え
て
く
れ
た
こ
と
。」

　そ
う
話
す
の
は
、
大
阪
・
西
天
満
に
あ
る
法
律
事
務
所
で
事
務
職

員
と
し
て
働
く
大
阪
法
律
関
連
労
働
組
合
の
河
合
成
葉
さ
ん
。

　就
職
し
て
初
め
て
担
当
を
任
さ
れ
た
事
件
で
、
労
働
者
の
過
酷
な

実
態
を
垣
間
見
た
。
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
母
娘
の
破
産
手
続
き
だ
っ
た
。

非
正
規
労
働
者
で
働
く
お
母
さ
ん
の
収
入
で
は
、
生
活
費
や
娘
の
奨

学
金
返
済
を
賄
え
ず
、
サ
ラ
金
の
借
入
で
多
重
債
務
に
陥
っ
た
。「
ギ
ャ

ン
ブ
ル
や
娯
楽
に
よ
る
浪
費
で
は
な
く
、
普
通
に
働
く
労
働
者
の
生

活
破
綻
に
、
労
働
組
合
で
労
働
者
が
も
っ
と
つ
な
が
れ
て
い
た
ら
、
事

態
は
変
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
語
る
。



公
正
・
公
平
な
社
会
へ

全
国
一
律
最
低
賃
金
・
均
等
待
遇
の
実
現
へ

36
協
定
を

交
渉
カ
ー
ド
に
前
進
を

　20
国
民
春
闘
は
、正
規
と
非
正
規
、都
市
部
と
地
方
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
格
差
の
是
正
を
求
め
、
大
企
業
の
内
部
留
保
を

労
働
者
・
国
民
に
還
元
さ
せ
る
春
闘
だ
。
歪
ん
だ
社
会
を

公
正
・
公
平
な
社
会
へ
と
流
れ
を
変
え
、
大
幅
賃
上
げ
、
労

働
時
間
短
縮
へ
と
つ
な
ぐ
。

　
米
中
貿
易
摩
擦
の
拡
大

や
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱

な
ど
世
界
経
済
は
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョッ
ク
以
降
最
低
の
成
長

率
と
さ
れ
て
い
る
。
財
界
・

大
企
業
は
、
こ
れ
を
最
大
限

に
利
用
し
、
賃
上
げ
抑
制
の

動
き
を
強
め
て
い
る
。
さ
ら

に
、
10
月
の
消
費
税
10
％
へ

の
増
税
が
、
日
本
経
済
を
決

定
的
に
落
ち
込
ま
せ
る
原
因

と
な
っ
て
い
る
。
10
月
の
景
気

指
数
は
、
前
回
増
税
時
を

上
回
る
５
・
６
ポ
イ
ン
ト
の

大
幅
下
落
で
、
落
ち
込
み
が

顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
大

企
業
の
内
部
留
保
は
、
1
年

分
の
国
内
総
生
産（
G
D
P
）

に
相
当
す
る
4
4
9
兆
円
に

膨
れ
上
が
り
、
労
働
者
の
実

質
賃
金
は
下
が
り
続
け
て
い

る
。
こ
う
し
た
、
一
部
大
企

業
だ
け
が
大
儲
け
を
し
、
労

働
者
・
国
民
の
所
得
は
減
り

つ
づ
け
る
経
済
の
あ
り
方
を

根
本
か
ら
変
え
る
春
闘
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
歪
ん
だ
経
済
の
転
換
を
図

る
私
た
ち
の
20
国
民
春
闘
で

の
最
大
の
要
求
は
、
最
低
賃

金
の
全
国
一
律
制
確
立
と
時

間
給
１
５
０
０
円
の
実
現
。

初
任
給
の
引
き
上
げ
も
含
め

て
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
生
活

の
底
上
げ
を
め
ざ
す
。
地
方

の
人
手
不
足
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
７
月
の
参
議
院
選

挙
で
は
、
市
民
連
合
と
野
党

５
会
派
の
共
通
政
策
に
、
最

低
賃
金
１
５
０
０
円
の
実
現

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
同
時
に
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
政
党
が
最
低

賃
金
改
善
を
政
策
に
か
か
げ

た
。
12
月
18
日
に
は
、
全
国

17
県
目
と
な
る
東
京
で
の
生

計
費
試
算
調
査
の
結
果
が
発

表
さ
れ
、
い
ま
の
最
低
賃
金

が
人
間
ら
し
く
生
活
す
る
上

で
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
春
の

通
常
国
会
で
の
最
賃
法
改
正

に
向
け
て
、
総
力
を
あ
げ
よ

う
で
は
な
い
か
。

　
2
0
2
0
年
４
月
か
ら
は
、

改
正
パ
ー
ト
有
期
法
が
施
行

さ
れ
る
。
職
場
に
お
け
る
不

合
理
な
正
規
と
非
正
規
の
格

差
是
正
が
使
用
者
に
求
め
ら

れ
る
。
同
時
に
、
新
36
協
定

の
施
行
に
伴
う
長
時
間
労
働

の
規
制
に
向
け
て
、
職
場
で

の
具
体
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　
長
時
間
労
働
を
規
制
す
る

た
め
の
新
36
協
定
の
活
用
も

20
国
民
春
闘
の
焦
点
だ
。

中
小
企
業
20
年
4
月
か
ら

　
労
働
基
準
法
の
改
定
に
よ

り
、
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
、

労
働
時
間
や
年
次
有
給
休
暇

の
新
し
い
ル
ー
ル
が
施
行
さ
れ

て
い
る
。
主
な
内
容
は
、①
時

間
外
労
働
と
休
日
労
働
の
上

限
と
、②
年
次
有
給
休
暇
の
５

日
取
得
の
義
務
化
だ
。
中
小

企
業
で
は
、
20
年
４
月
か
ら
い

よ
い
よ
適
用
が
開
始
さ
れ
る
。

過
労
死
ラ
イ
ン

　
い
わ
ゆ
る
、
残
業
の
上
限

規
制
に
つい
て
、
安
倍
政
権
は

画
期
的
と
自
画
自
賛
し
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
は
、
労
働

者
の
要
求
を
裏
切
る
も
の
。

時
間
外
と
休
日
労
働
と
あ
わ

せ
た
「
上
限
時
間
」
は
、
単

月
で
１
０
０
時
間
未
満
、
２

カ
月
〜
６
カ
月
の
各
月
間
の

平
均
で
80
時
間
な
ど
「
過
労

死
ラ
イ
ン
」
の
長
時
間
労
働

が
法
律
に
書
き
込
ま
れ
た
。

労
働
者
に
締
結
義
務
な
し

　
し
か
し
、
使
用
者
は
36
協

定
を
労
働
者
と
締
結
し
な
い

か
ぎ
り
残
業
を
労
働
者
に
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
労

働
者
側
（
過
半
数
労
働
組
合

も
し
く
は
過
半
数
代
表
者
）

に
は
、
36
協
定
を
締
結
す
る

義
務
は
な
い
。
こ
の
「
労
働

者
の
合
意
が
必
須
」
で
あ
る

要
件
を
活
用
し
、
優
位
な

交
渉
を
し
て
、
残
業
規
制
を

強
化
さ
せ
よ
う
。

仲
間
づ
く
り
と
セ
ッ
ト
で

　
ま
さ
に
、
労
働
組
合
の
出

番
だ
。
過
半
数
労
働
組
合
と

な
る
よ
う
に
、
職
場
の
労
働

者
を
組
織
化
す
る
こ
と
と
セ
ッ

ト
で
、
20
国
民
春
闘
を
優
位

に
す
す
め
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
て
、
取
り
組
み
、

労
働
組
合
の
組
織
強
化
と
合

わ
せ
て
前
進
さ
せ
よ
う
。

420
415

437

143
228

98 07 15 16 17 2018年

385 403 425
449

465
（万円）

（
兆
円
）

内部留保

平均賃金

国民春闘白書より

各企業の内
部留保を記

載した

ビクトリー
マップ

内部留保と平均賃金（資本金10億円以上、保険・金融業除く）

家族手当出させるために
労働組合に入らない？

統一要求

　宮城県医労連パート部会では、均等待遇の学習会を開催し、非正規労働者の
処遇改善に向けて、手当などの改善を要求していくことと、同時に仲間を増やそ
うと確認。さっそく、宮城民医労のエリア職員として働く看護師岡本英子さんは、
パートで働くシングルマザーの同僚に、「法が変わる。非正規にも家族手当を出
してもらえるように組合に入って一緒に声を上げていこう」とお誘いをしたとこ
ろ「ＯＫをもらった」。他の同僚にも声をかけ「いま返事まち」。これからもどんど
ん声をかけて行きたいと話している。

　同一企業内における正規労働者と非正規労働者の不合理な待遇格差を禁止する「パートタイム・
有期雇用労働法」が2020年4月から施行される。格差の是正をすすめる20国民春闘の焦点だ。春闘
要求に非正規労働者の処遇改善を盛り込み、前進させよう。

　基本給、賞与その他の待遇のそれぞれにつ
いて、正規労働者と比べ「不合理と認められる
相違をもうけてはならない」となった。
　ボーナスが正規労働者に出ていたら、非正規

労働者にも何らかの支給をしなければなりませ
ん。通勤手当や慶弔制度、福利厚生関係など、す
べての処遇を検討させることができる。同時に
事業主に説明責任が義務化された。

　大切なことは、この法律には、無期転換
ルールと同じように、罰則や周知義務がない
こと。したがって、労働組合や非正規労働者自
身が、「正規労働者と同じにしてください」「こ
の差は何であるのですか」と声を上げない限

り、問題にもならない。
　労働組合の出番だ。非正規労働者に「労働組
合に入って、いっしょに処遇改善をさせよう」と
対話する大運動を展開しよう。20国民春闘で、
「非正規差別ＮＧ！運動」として前進させよう。

賃上げ要求（案） 月額25,000円以上、時間額150円

産業内・企業内最低
賃金要求(案) 

時間額1,500円以上を目指すこととし、
具体的な水準は時間額・日額・月額の各区分の
設定も含めて各単産・単組で決定することとする

最低賃金要求（案）全国一律・時給1,500円

時間外労働 時間外労働の上限は、週15時間、月45時間、
年360時間までとすること

インターバル規制
勤務時間インターバルは、24時間について
11時間以上とすること
深夜勤務や変則勤務の場合は、
労働時間を短縮すること

３ ２2020年1月6日 （毎月15日発行　第3 種郵便物認可）2020年国民春闘号外

賃
金
抑
制
の
一
方
で
大
企
業
は
大
儲
け

最
低
賃
金
全
国
一
律
制
の

実
現
で
突
破
口
つ
く
る
春
闘

　
全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘

の
20
国
民
春
闘
の
賃
金
要
求

案
は
、①
月
額
２
万
５
０
０
０

円
以
上
、
時
間
額
１
５
０
円

の
引
き
上
げ
、②
産
業
・
企

業
内
最
低
賃
金
は
、
時
間
額

１
５
０
０
円
を
目
途
に
具
体

的
な
額
は
、
単
産
・
単
組
で

決
め
る
、③
最
低
賃
金
要
求

を
全
国
一
律
１
５
０
０
円
に

す
る
こ
と
。
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
や
最
低
生
計
費
試

算
調
査
の
結
果
か
ら
練
り
上

げ
た
提
案
と
な
って
い
る
。

春
闘
要
求
（
案
）

　「
う
ち
の
企
業
は
儲
か
っ
て

い
な
い
か
ら
賃
上
げ
は
難
し

い
」「
会
社
が
つ
ぶ
れ
た
ら
元

も
子
も
な
い
」「
生
産
性
の

向
上
が
な
け
れ
ば
改
善
は
で

き
な
い
」
な
ど
、
本
来
果
た

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
経
営

者
の
責
任
を
労
働
者
に
転
換

す
る
論
調
が
広
が
っ
て
い
る
。

労
働
者
が
声
を
上
げ
る
こ
と

を
抑
制
し
て
い
る
。

　
実
質
賃
金
は
、
こ
こ
20
年

で
約
56
万
円
も
減
少
し
て
い

る
の
に
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
で

の
賃
上
げ
要
求
額
は
平
均
４

万
円
か
ら
２
万
４
０
０
０
円
へ

堂
々
と
要
求
し
、
声
上
げ
よ
う

安
倍
改
憲
を
絶
対
に
許
さ
な
い

　
要
求
実
現
に
は
、
労
働
組

合
そ
の
も
の
強
化
・
拡
大
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
当

事
者
が
声
を
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
全
労
連
・
国
民

春
闘
共
闘
が
す
す
め
る
「
３
つ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」①
最
低
賃
金

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
、②
均
等
待

遇
を
非
正
規
差
別
Ｎ
Ｇ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、③
新
36
協
定
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
し
っ
か
り
、
労
働
組

合
の
組
織
拡
大
に
結
ぶ
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
要
求
実
現
と
組
織
拡
大
の

相
乗
効
果
を
図
る
に
は
、
要

求
闘
争
を
幹
部
請
負
型
か
ら

当
事
者
参
加
型
へ
と
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

春
闘
要
求
を
つ
く
っ
た
ら
職
場

に
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
し
、「
要
求

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
あ
な

た
も
労
働
組
合
に
入
って
交
渉

に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
率
直

に
訴
え
る
な
ど
、
要
求
で
仲

間
づ
く
り
す
る
ス
タ
イ
ル
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
春
闘
で
、
職
場
や
地
域
の

労
働
組
合
の
団
結
が
高
ま

り
、
仲
間
が
増
え
、
要
求
が

前
進
し
た
と
確
認
し
合
え
る

よ
う
な
取
り
組
み
に
し
よ
う

で
は
な
い
か
。

と
低
迷
し
て
い
る
。
ま
た
、

要
求
提
出
状
況
も
、
な
か
な

か
引
き
あ
が
ら
な
い
現
状
が

あ
る
。

　
こ
の
状
況
を
脱
す
る
に
は
、

職
場
の
切
実
な
要
求
を
丁
寧

に
粘
り
強
く
実
現
を
求
め
る

こ
と
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
留

ま
ら
ず
、
産
業
別
統
一
闘
争

や
地
域
春
闘
へ
の
結
集
を
強

め
全
国
統
一
行
動
へ
と
引
き

上
げ
て
い
く
こ
と
、
こ
こ
に
こ

そ
展
望
が
あ
る
こ
と
を
職
場

や
地
域
で
話
し
合
い
、
団
結

を
固
め
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

ま
さ
に
、
国
民
春
闘
の
実
践

が
展
望
を
つ
く
り
、
未
来
を

切
り
拓
く
。

　
安
倍
政
権
は
、
憲
法
改
正

へ
最
後
の
執
念
を
燃
や
し
て
い

る
。
消
費
税
10
％
へ
の
増
税

を
強
行
し
、
いっ
そ
う
の
財
界

･

大
企
業
の
優
先
の
政
治
を
す

す
め
、
国
民
か
ら
の
収
奪
を

強
め
し
て
い
る
。
政
府
主
催
の

「
桜
を
見
る
会
」
問
題
な
ど
、

嘘
と
ご
ま
か
し
、
国
政
の
私

物
化
に
国
民
の
怒
り
は
沸
騰

し
て
い
る
。「
安
倍
９
条
改
憲

N
O
！
改
憲
発
議
に
反
対
す

る
全
国
緊
急
署
名
」
を
軸
に

労
働
者
と
国
民
が
共
同
で
、

安
倍
改
憲
を
断
念
さ
せ
、
消

費
税
の
減
税
も
勝
ち
取
る
春

闘
に
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

春
闘
要
求
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

組
織
拡
大
へ

公
正
・
公
平

20
国
民
春
闘
は
、正
規
と
非
正
規
、都
市
部
と
地
方
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
格
差
の
是
正
を
求
め
、
大
企
業
の
内
部
留
保
を

労
働
者
・
国
民
に
還
元
さ
せ
る
春
闘
だ
。
歪
ん
だ
社
会
を

２２認可）2020年国民春闘号外

国民春闘
方針（案）

ダイジェス
ト

待遇改善で
大きな一歩！
ユーコープ労働組合
廣瀬純子さん

宮城県民医労 看護師
岡本英子さん(左)
宮城県民医労 看護師
佐々木富子さん(右) 　ユーコープ労働組合では2019年６月度より、Ｌパート（管理職

パート）が家族手当の支給対象となりました。2016秋闘の社会保
険適用パートに対する「家族手当」の新設要求に対して、理事会
に検討を確約させ、2018春闘では2018年度第3四半期までに申
し入れすることを明言させました。制度の性質や目的から、本人
が扶養義務を負う場合、雇用区分にかかわらず家族手当は支給
されるべきです。「シングルマザーです。これからお金のかかる中
学生と年金暮らしの両親と同居をしている私。待遇の改善の大き
な一歩！と大感激です」と小型店の副店長の喜びの声です。

ボーナス、通勤手当、慶弔などどんどん要求を
20国民春闘の焦点　非正規差別ＮＧ！均等待遇の実現へ

合理的に説明できない待遇格差は禁止

非正規労働者の組織化とセットで

長
時
間
労
働
の

規
制
を
新
36
協
定
で
！

422
432

私たちに

ボーナスがないのは

なぜですか？！

最低賃金運動 学習動画 15分

「最低賃金 全国一律
1500 円を一刻も早く」
～ どうして最低賃金は全国一律
1500円にすべきなのか ～

　「切実で、理路整然としていて、最後の青年の答えに、
願いや闘志がこめられていると感じました。」「じんわり
染み入るように伝わり、労働組合に入っていない若い人
に見てほしい」こんな感想をいただいている学習動画。
　職場や地域での、春闘学習会、昼休み学習会などで
活用しよう！

視聴の仕方
全労連ホームページの他、動画はユーチュー
ブで一般公開。「最低賃金」で検索できます。
また、スマホなどで貼付のＱＲコードから検
索できます。複製も可。 作成 全労連・国民春闘共闘委員会

交
渉
カ
ー
ド
に
前
進
を

る
が
、
そ
の
内
容
は
、
労
働

者
の
要
求
を
裏
切
る
も
の
。

時
間
外
と
休
日
労
働
と
あ
わ

せ
た
「
上
限
時
間
」
は
、
単

月
で
１
０
０
時
間
未
満
、
２

カ
月
〜
６
カ
月
の
各
月
間
の

時
間
な
ど
「
過
労

死
ラ
イ
ン
」
の
長
時
間
労
働

要
件
を
活
用
し
、
優
位
な

交
渉
を
し
て
、
残
業
規
制
を

36
協
定
で
！



　

組
合
結
成
以
前
、
非
常
勤
職
員

の
間
に
は
、
2
0
2
0
年
５
月
か

ら
実
施
予
定
の
〝
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
〞
に
よ
っ
て
「
自
分
た

ち
の
雇
用
や
労
働
条
件
が
ど
う
変

わ
る
の
か
」
と
い
う
不
安
な
空
気

が
流
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
学
習
会

（
洛
南
地
協
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、

大
西
委
員
長
は
、
同
じ
職
場
の
北

村
副
委
員
長
の
誘
い
で
参
加
。「
な

ん
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
の
思
い
の

も
と
、「
仲
間
を
集
め
て
労
働
組
合

を
つ
く
ろ
う
」
と
の
助
言
を
受
け
て

準
備
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
た
だ
、
す
ぐ
に
仲
間
が
集
ま
る
も

の
で
も
な
い
。
当
初
は
な
か
な
か
進

展
が
な
い
中
、
独
自
に
開
催
し
た
学

習
会
で
、「
長
く
働
き
た
い
」
と
い

う
同
じ
思
い
を
持
つ
職
員
と
出
会
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
一
気
に
結

成
へ
の
気
運
が
高
ま
り
、
活
動
を
は

じ
め
て
か
ら
わ
ず
か
２
カ
月
で
、
組

合
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

結
成
と
同
時
に
、
当
局
に
対
し

要
求
書
を
提
出
。
言
い
た
い
こ
と
は

沢
山
あ
る
の
に
、
交
渉
の
場
で
は
緊

張
し
て
言
葉
が
出
て
こ
な
い
。
交
渉

が
終
わ
っ
た
あ
と
、
助
言
者
で
あ
り

相
談
役
の
北
村
さ
ん
に
は
次
か
ら
次

へ
と
話
せ
る
の
に
…
。

　

初
め
て
の
組
合
活
動
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
、「
制
度
導
入
に
当
事
者
の

声
を
反
映
さ
せ
た
い
。」「
仲
間
を

増
や
し
た
い
。」
と
、
組
織
拡
大
に

む
け
組
合
加
入
を
呼
び
か
け
る
ビ

ラ
を
作
成
。
５
人
の
組
合
員
全
員

の
名
前
が
入
っ
た
ビ
ラ
で
、
相
談
で

き
る
組
合
が
身
近
に
あ
る
こ
と
を
強

調
し
、
非
常
勤
職
員
全
員
に
、「
一

緒
に
声
を
上
げ
よ
う
」
と
ビ
ラ
を

配
付
し
た
。

　

ビ
ラ
の
効
果
も
あ
り
、「
非
常

勤
の
組
合
が
で
き
た
ら
し
い
」
と

の
ウ
ワ
サ
が
職
場
で
広
が
り
、

徐
々
に
問
い
合
わ
せ
や
、
加
入
申

し
込
み
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
。

ビ
ラ
に
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
入
っ

て
お
り
、
組
合
へ
連
絡
し
や
す
い

工
夫
を
し
て
い
る
。
メ
ー
ル
を
通

じ
て
加
入
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ

と
も
、
様
々
な
職
場
に
い
る
非
常

勤
職
員
に
と
っ
て
は
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
る
一
因
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

た
だ
、
組
合
員
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
は
バ
ラ
バ
ラ
な
た
め
、
情
報
共

有
に
は
課
題
も
。
そ
の
点
は
、
ラ

イ
ン
や
ブ
ロ
グ
を
活
用
し
、
こ
ま

め
な
情
報
発
信
を
し
て
克
服
し
て

い
る
の
が
特
徴
的
だ
。

　

執
行
委
員
全
員
が
ブ
ロ
グ
を
書

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
若
手

の
役
員
が
中
心
に
対
応
し
、
書
く

内
容
は
事
前
に
執
行
委
員
会
で
確

認
し
て
い
る
。
ま
た
、
交
渉
後
は
、

必
ず
組
合
員
を
集
め
て
報
告
集
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
顔
を
合
わ
せ

て
の
活
動
も
重

視
し
て
い
る
。

　

組
合
の
取
り
組
み
が
知
ら
れ
る
と

と
も
に
、
職
場
か
ら
「
不
安
を
抱

え
た
仲
間
が
い
る
」
と
の
相
談
が
舞

い
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
毎
日
の
よ

う
に
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
で
信
頼

関
係
が
強
ま
り
、
一
気
に
16
名
の
仲

間
が
加
入
。
結
果
的
に
約
９
カ
月

で
組
合
員
数
は
当
初
の
6
倍
へ
。

　

組
織
拡
大
と
と
も
に
、
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て
の
当
局

と
の
交
渉
で
は
、
当
初
は
「
現
行

水
準
か
ら
下
が
ら
な
い
」
と
横
滑

り
の
内
容
で
の
回
答
だ
っ
た
が
、
全

３
回
の
交
渉
を
経
て
、
法
改
正
の

趣
旨
を
ふ
ま
え
、
新
制
度
を
機
に

「
処
遇
を
改
善
す
る
」
と
の
回
答

を
勝
ち
取
っ
た
。

　

新
制
度
へ
の
移
行
を
前
に
し
た

今
、
執
行
部
の
み
な
さ
ん
は
「
組

合
が
な
か
っ
た
ら
一
方
的
に
決
め
ら

れ
て
い
た
」「
組
合
が
あ
る
か
ら
思

い
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
、
当
局

も
対
応
し
て
く
れ
た
」
と
組
合
の

存
在
価
値
を
痛
感
し
て
い
る
。

　

組
合
と
し
て
活
動
す
る
ま
で
は
、

「
ど
う
せ
だ
め
」「
あ
き
ら
め
る
し

か
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
が
、
組
合

員
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
当
局
に
思

い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
「
変

わ
る
ん
だ
」
と
楽
し
く
活
動
し
て
い

る
。
そ
れ
は
５
月
に
行
わ
れ
た
宇

治
・
城
陽
・
久
御
山
地
域
の
メ
ー

デ
ー
で
行
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

表
彰
さ
れ
た
実
績
か
ら
も
う
か
が

え
る
。
大
西
委
員
長
は
、「
長
く
働

き
続
け
た
い
」「
安
心
し
て
働
き
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
も
の
の
、
組
合

加
入
を
た
め
ら
っ
て
い
る
人
に
呼
び

か
け
る
。「
私
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
。

不
安
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
中
、
組
合
を
結
成

言
葉
が
で
て
こ
な
い
ド
キ
ド
キ
の

初
交
渉
と
ビ
ラ
作
成

仲
間
と
の
連
絡
を
こ
ま
め
に

組
合
員
数
当
初
の
6
倍
に

新
制
度
移
行
を
機
に
要
求
前
進

未
来
の
た
め
に

　

宇
治
市
役
所
の
非
常
勤
職
員
労
働
組
合
（
以
下
非
常
勤
労
組
）
は
、

2
0
1
8
年
12
月
に
５
名
で
発
足
。
1
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
組
合

員
を
6
倍
超
の
32
名
に
。
劇
的
な
組
織
拡
大
の
秘
訣
を
探
る
た
め
、
突

撃
取
材
を
敢
行
し
た
。
取
材
に
は
、
大
西
委
員
長
は
じ
め
４
名
の
執

行
委
員
（
執
行
部
は
５
名
で
構
成
）
と
宇
治
市
職
員
労
働
組
合
の
北

村
副
委
員
長
が
応
え
て
く
れ
た
。

長
く
安
心
し
て
働
き
続
け
た
い
！

組
合
拡
大
で
要
求
前
進

思いを
伝えれば
変わる

国民春闘スケジュール20
１月　【闘争宣言・要求の確立期】
 　　  7 日　新春宣伝行動
　　10日　単産・地方代表者会議
　　16日　春闘闘争宣言行動（厚労省・経団連包囲行動）
　　29日　 20国民春闘総決起集会（東京春闘共闘と共催）

２月　【要求の提出期】
　　　　　  地域総行動、大企業要請、地方議会要請など

３月　【要求実現期・交渉集中ゾーン】
 　　 5日　 国民春闘要求決起集会（中央行動）
　　11日　回答集中日
　　12日　全国統一行動日

４月　【回答引上げ期】

５月　【回答引上げ期・国民要求実現運動期】

　　 １日　第91回メーデー
　　  3 日　5・3　憲法集会

６月　 【最低賃金引き上げ・公務労働者
の賃金引き上げ、地域間格差解
消運動期】

　　下旬　 最低賃金・公務員賃金
　　　　　中央行動国会デモ
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